
第５回吹田市成年後見制度
利用促進体制整備検討会議

日時：令和5年8月22日（火）14時から

場所：吹田市役所 中層棟3階 第４委員会室
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次第
１ 開会

２ 議事

1. 第４回検討会議の振り返り （開始予定時刻：14時5分）

2. 中核機関の周知方法 （開始予定時刻：14時45分）

3. 中核機関の実施計画と進捗管理 （開始予定時刻：15時5分）

4. 意見書（案）について （開始予定時刻：15時20分）

（休憩15分）

３ 意見書の手交

４ 閉会
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１ 第４回検討会議の振り返り
意見 市の考え方

1

協議会の開催頻度が年１から２回

となっているが、それだけでは事

業計画と事業報告で終わってしま

い、意見交換や課題の検討を行う

ことが難しい。各論を検討できる

ような部会を作るとよいのでは。

まず、運営委員会では構成員間で連携

し情報を共有した上で、三士会の皆様

の御協力をいただきながら日々の課題

に取り組んでまいります。また、協議会

の運営が地域課題の共有だけにとどま

らないよう、運営委員会で議論したこと

等を報告し、意見交換や課題の検討等

を行う等、議論を深めることができる会

議運営となるよう運営方法について検

討いたします。
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１ 第４回検討会議の振り返り
中核機関を担う団体のイメージについて

市と様々な接点を持っており、法人後見事業を行っているなどの経験がある団
体。

この検討会議の中で議論してきた内容を理解したうえで業務を遂行できるよう
な団体。

行政とも関係が深く、公共・民間の緩衝材となるような推進力のある団体。

高齢者や障がい者など分野に偏らず、横断的に機能できる団体。

重層的な問題を抱える案件が増えており、各支援窓口につなぐための旗振り
役を担うことができる団体。

できる限り早期の設置が可能な団体。

吹田市社協は普段から地域とつながりがあり、市内の各地域で持っている
ネットワークを活かして福祉の課題をしっかり解決することが可能だと考える。
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２ 中核機関の周知方法
地域福祉市民フォーラム

令和６年２月10日（土）開催予定

本会議での中核機関設置に向けた検討内容を報告

動画配信

市YouTubeチャンネルにて中核機関の紹介動画を配信

その他 市HP・市報・各種SNS等

（チラシ等作製については中核機関への委託業務内で実施）

→市の連携先であるイオン株式会社への配架・掲示依頼は市で実施
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他の方法や、ご協力いただけることが
ありましたらご提案ください！



３ 中核機関の実施計画と進捗管理
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運営委員会にて中核機
関の業務内容に応じた
実施計画シートを作成

協議会にて実施計画を
報告し意見聴取

年度末時点での取り組
み状況に対し中核機関
が自己評価⇨市が確認

協議会にて取組状況と
課題を報告し意見聴取
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中核機関業務実施計画評価シート（案） 令和６年度

機能 業務内容 実施計画 取組結果 評価 課題・次年度以降取組予定

＜市民向け＞

＜支援機関向け>

＜市民向け＞

＜支援機関向け>

専門相談

＜市民向け＞

＜支援機関向け>

受任調整等の支援

日常生活自立支援事業

との円滑な連携

成年後見審判申立審査

会への参加

市民後見人の養成

親族後見人、後見活動

を行う法人への支援

市民後見人への支援

地域連携ネットワーク

の構築

協議会の運営

権利擁護支援チームの

形成・自立支援

市評価

広報機能

相談機能

成年後見制度利

用促進機能

成年後見人等へ

の支援

地域連携ネット

ワークの構築

広報

講座等啓発活動

相談対応及び支援
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